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田原市制施行10周年記念式典

「しみんの広場」
田原市観光ＰＲグループ誕生

今月の渥美半島の花

地域の話題

市民活動を応援するページ



◆
市
政
功
労
表
彰（
９
名
）

◆
一
般
表
彰（
10
名
・
３
団
体
）

荒
あ ら き

木 貞
さ だ お

夫
（和地町）

受
賞
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

▲「次の10年、20年先を見据え、市民が幸せを感じられるまちを目指
　し飛躍していきたい」と式辞を述べた鈴木田原市長

～「
田
原
市
」誕
生
か
ら
10
年
～

田
原
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た

市制施行10周年。
この10年間を
振り返り、
今後のさらなる
発展を目指します。

河
か わ い

合 秀
ひでとし

敏
（豊橋市）

鈴
す ず き

木　 愿
すなお

（田原町）

鈴
す ず き

木 喜
よしはる

玄
（田原町）

関
せき

　 保
やすのり

則
（田原町）

中
なかむら

村 都
と き こ

祁子
（赤羽根町）

林
はやし

   和
かずひこ

彦
（田原町）

原
はら

　 仁
じんいち

一
（福江町）

安
や す だ

田 和
か ず し

司
（谷熊町）

◦市長から表彰を受ける市政功労者

　

平
成
15
年
に
田
原
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
10
月
27
日
（
日
）、
田
原
文
化
会
館
で
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
政
に
対
し
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
本
年
度
創
設

し
た
「
田
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
委
嘱
さ
れ
た
８
名
の
大
使
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
た
ち
の
協
力
に
よ
る
市
民
憲
章
唱
和
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た
方

鈴す
ず
き木 

逹た
つ
し司
（
赤
羽
根
町
）

髙た
か
は
し橋 

昭あ
き
よ
し好
（
豊
島
町
）

鳥と
り
い井 

敏と
し
ろ
う朗
（
田
原
町
）

民
生
の
安
定
に
尽
力
し
た
方

小お
が
わ川 

修お
さ
む　

（
田
原
町
）

小お
が
わ川 

惠け
い
こ子
（
小
中
山
町
）

川か
わ
ぐ
ち口 

秀ひ
で
ま
る丸
（
小
中
山
町
）

菅す
ご
う生 

禪ぜ
ん
ゆ
う宥
（
谷
熊
町
）

山や
ま
だ田 

正ま
さ
と
し敏
（
西
神
戸
町
）

渡わ
た
な
べ邊 

敏と
し
ひ
と人
（
六
連
町
）

保
健
衛
生
事
業
に
尽
力
し
た
方

金か
ね
た
け武 

禧よ
し
ゆ
き之
（
豊
島
町
）

そ
の
行
い
が
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
方

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル 

亀
の
子
隊

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

田
原
菜
の
花
エ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
河
ミ
ク
ロ
ン 

株
式
会
社

▲音頭をとりながら出席者と一緒になって元気に
市民憲章を読み上げた成章・渥美農業・福江高等
学校の生徒の皆さん
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太
お お た

田　 剣
けん

ジャズサックス奏者
尾
お が わ

川 とも子
こ

フリークライマー
小
お が わ

川 泰
やすひろ

弘
プロ野球選手

金
か ね こ

子 大
だ い き

樹
プロボクサー

※
ふ
る
さ
と
大
使
８
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田原市ふるさと大使が決定!!
　田原市は、市制施行10周年を迎えたのを契機に「田原
市ふるさと大使」を設置しました。
　このふるさと大使は、田原市の認知度やイメージが向
上するよう、本市の魅力や情報を全国にＰＲしていただ
くことを目的としています。
　今回、さまざまな分野で活躍されている田原市出身、
または本市にゆかりのある８名の方に委嘱しましたの
でご紹介します。　《順不同・敬称略》 ◦委嘱状交付式に出席したふるさと大使の皆さん

　（左から白井文吾氏、佐藤敏信氏、太田剣氏、尾川とも子氏）

白
し ら い

井 文
ぶ ん ご

吾
中日新聞社

代表取締役会長

　

渥
美
半
島
応
援
大
使

　

渥
美
半
島
元
気
大
使

佐
さ と う

藤 敏
としのぶ

信
トヨタ自動車

陸上長距離部監督

森
も り の

野 美
よしのり

徳
都市ジャーナリスト

　

金
か な だ

田　 哲
さとし

芸能人

　

渥
美
半
島
夢
大
使

 ●式典に出席した、市政功労者、一般表彰者、ふるさと大使、来賓の皆さん
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渥美半島の魅力を発信する観光PRグループのメン
バーを募集したところ、市内外から13名の応募があり、
オーディションにより３名のメンバーが決定しました。
今回は、田原市民まつりでデビューステージを行っ
た「La・花ノたみ」の３人をご紹介します。これから、市
内外のイベントなどに参加し、積極的に田原市をＰＲし
ていきますので、皆さん、応援お願いします。

市民発!

生年月日：1997年5月19日

血液型：A型

趣味:カラオケ、メイクをしてプリクラ

を撮ること

特技：クラシックバレエ、卓球

好きな食べ物：がんも

お気に入りスポット：恋路ヶ浜

グループの中では、末っ子で迷惑
かけっぱなしだけど、田原市のこ
とを若さと初々しさでガンガン
宣伝していきます！

さーちゃん

生年月日：1992年1月12日

血液型：B型

趣味:アニメ鑑賞、マンガ収集

特技：ダーツ、テニス

好きな食べ物：お寿司、つけ麺

お気に入りスポット：サンテパルクたはら

私たちのセールスポイントは、
「笑顔と元気」。これから皆様が
笑顔に！元気に！なれるお手伝い
をさせていただきます！田原市
の自慢のアイドルになれるよう
頑張ります！

しおり

生年月日：1994年7月26日

血液型：A型

趣味:お菓子作り

特技：卓球

好きな食べ物：オムライス

お気に入りスポット：蔵王山

ずっと田原で育ってきたので、田
原愛が強い自信はあります。市民
の皆様から愛されるアイドルに
なれるようがんばります！
“花たみ”をよろしくお願いしま
す！

あやねん

「La・花ノたみ（ら・はなのたみ）」
　全国有数の花の産地である田原市の魅力を伝えるため、グループがま
さに花の民となって田原の花を中心に産業・観光をＰＲしていくよう名づ
けられました。
　また、田原市は全国有数のサーフィンのメッカであることから、「たはら
のなみ」の文字を並べ替えることでグループ名になり、花と波、田原の魅
力を全力で表現するグループとなることを目指しています。

商工観光課☎23-3522

市民まつりでのデビューステージ

田原市観光ＰＲグループ誕生！田原市観光ＰＲグループ誕生！
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今月の渥美半島の花～シクラメン～
シクラメン（鉢花／出荷時期：９月～２月）

【花言葉】 …内気、はにかみ

　地中海沿岸が原産の花で、地下に塊
かいけい

茎があるのが特徴です。
花名はギリシャ語で「円形」という意味で、花後に残った茎が、
円を描くように丸まることに由来します。葉の上に咲く花がか
がり火に似ていることから和名をカガリビバナともいいます。
花色には赤、ピンク、紫、白色などがあり、花形も普通の平弁の
ほか、波状弁や八重咲きなどがあります。花言
葉はやや下向きに咲く花が恥らっているよう
に見えることからきたものですが、花は完全
に開くと上向きに反転します。
  最近では、耐寒性をもったガーデンシクラメ
ンという小型のシクラメンも販売されていま
す。寒さに原種から生まれたもので、屋外で栽
培するのに適しています。
　田原市では年間約36万鉢生産されており、
県内3位の生産量を誇っています。

 

ブロッコリーのキムチ

平成24年度に実施した「地元農産物を活用した加工品・料理コン
テスト」で入選した簡単レシピを紹介します。今回は「ブロッコリー」
を使ったレシピをお届けします。

材料：5人分材料：5人分
●ブロッコリーの茎１株　
●塩３つまみ　
●キムチの素適量

作り方作り方

加工品の部　最優秀賞

❶ ブロッコリーの茎の外側の固いところを切り取る。
❷ 長さが５cmくらいになるように半分から３等分に切　
　 る。
❸ スライサーなどを使い、少し厚めの薄切り(1mm程　
　 度)にする。歯ごたえを強くしたい場合は1.5mmくら
　 いの厚さにする。

❹ ブロッコリーに塩をふり、重しを載せ、１晩下漬けする。
❺ ブロッコリーを絞り、余分な水分を抜く。
❻ 好みの量のキムチの素であえ、30分～１晩好みの味
　 になるまで漬ける。

12月
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CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

▲ドライバーに交通安全を呼びかける高松小学校交通少年団 ▲地域の安全のため、防犯パトロールを実施

地
域
の
話
題

高
松
校
区

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

地
域
一
体
で
防
犯
や
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
み

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
キ
ッ
ズ
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
た「
安
全
部
会
」

が
中
心
と
な
り
、
交
通
安
全
の
啓
発
や
犯

罪
・
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
危
険
箇
所
の
点
検
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

全
国
一
斉
秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施
中

の
９
月
26
日
（
木
）、
警
察
・
市
・
交
通

安
全
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
横

断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
し
た
高
松
小

学
校
交
通
少
年
団
。
そ
の
後
を
追
い
か
け

る
よ
う
に
、
警
察
官
の
衣
装
を
身
に
着
け

た
高
松
保
育
園
児
。
総
勢
約
１
２
０
名
で

高
松
小
学
校
か
ら
高
松
市
民
館
ま
で
パ

レ
ー
ド
を

行
い
、
交

通
安
全
を

呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

市
民
館

前
の
国
道

42
号
で

は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に

交
通
安
全

の
願
い
を
込
め
た
児
童
ら
の
手
書
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
啓
発
品
を
手
渡
し
、
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
も
改
め
て
安
全
運
転
を
誓
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

高
松
小
学
校
交
通
少
年
団

　

高
松
小
学
校
交
通
少
年
団
は
昭
和
52
年

度
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
協
力
の

下
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
が
活
動

の
中
心
と
な
り
、
道
路
上
の
空
き
缶
拾
い

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
、
運
動
会
な
ど

で
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
じ
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
養
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
時
代
の
移
り
変

わ
り
と
と
も
に
活
動
の
内
容
も
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
交
通
安
全
へ
の
願
い
は
現
在

ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
　
人
と
自
然
　
絆
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
が
高
松
校
区
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

絆
を
大
切
に
し
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
「
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
高
松
」
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
通
じ
て
、
安
全･

安
心
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 亀山小

中山小

福江小 清田小
福江中

高松校区

高松小

田原市役所

三河田原

神戸

豊島
やぐま台

杉山

老津

259

42

高松市民館

◦交通安全街頭キャンペーンでのマーチング隊
　の演奏
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CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

NPO法人 渥美半島ハイキングクラブ市民活動紹介

～ハイキングを通じて環境やまちづくりを考えます～

渥美半島の登山道の整備や環境保全活動から、自然環
境やまちづくりを考える活動まで行っていま

す。ハイキングイベントも開催しており、今年３月には「あつみト
レイル」コースマップを作成しました。
　今年度、団体の活動に生かそうと「環境市民活動助成金セミナー」
を受講しました。セミナーでは、市民活動団体による環境分野の団
体への助成制度の紹介、これからの助成制度についての検討などが
されました。このセミナーで得た情報を生かし、助成制度に申請す
る際や、また、自分たちで他団体への支援制度を立ち上げる際の参
考としたいと思います。
　　　　　　　　　　代表理事　鈴木一敏　 090-7863-3229　 rakuen@tees.jpお問い合わせ

 ●セミナーで他団体と意見交換するメンバー（左端）

はっぴいm
ミ ニ

iniちゃんねる市民活動紹介

～子育てをがんばるママ、あつまれ！～

子育て中のママたちがもっと楽しく子育てできるように、交流や情報交換の場をつくる活
動をしています。今年１０月にできたばかりの団体で、メンバーも小さな子どもを抱

えながら楽しく活動しています。
　今回、子育ての先輩からお話をいただく交流会を企画しました。子育て生活の中のアイディア
や小さな幸せ話がたくさん詰まった、あたたかいお話会です。ぜひ、お誘いあわせの上、ご参加
ください。
◦けーちんの、子どもって存在がもっともっと愛おしくってたまらなくなるお話会
　対象◦どなたでも（お子様連れ可／おもちゃ［音の鳴らないもの］の持ち込み可）
　日時◦ 12 月 6 日金 10：00 ～ 14：30（９：00 開場）
　場所◦田原文化会館 201・202・203 会議室
　講師◦中根桂子氏（豊田市在住の二児の母／子育ての傍ら、木のおもちゃ屋を経営）
　プログラム◦
　　◦第１部「うちの子よその子ごちゃまぜ子育て」10：00 ～ 11：30 ／参加料 500 円
　　◦お昼の部「みんなでランチ交流会」11：30 ～ 13：00 ／出入り自由
　　　※お弁当をご持参ください。
　　◦第２部「０～３歳児の育ちとおもちゃの選び方」13：00 ～ 14：30 ／参加料 800 円
　　　※手作りおやつ、飲み物付き／各自カップをご持参ください。
　申し込み◦参加希望の方は、メールにて氏名、人数、参加希望の部をお知らせください。
　その他◦ママたちによる手作り品の販売もあります。
　　　　　　　　　　代表　大木　 090-3459-2649　 hurrachee101@hotmail.com

▲イベントの告知ポスター

お問い合わせ

新規団体活動補助金、人材養成活動補助金は、平成26年1月末日まで申請を受け
付けています（予算の範囲内）。市民活動団体の皆さん、ぜひご利用ください。
詳しくは田原市民活動支援センターホームページをご覧ください。

1ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ 23局0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

◦田原市新規団体活動補助金採択団体

◦田原市人材養成活動補助金活用団体

│7│　　　　　　　　　　　　　平成25年11月15日
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◉
エ
コ
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　

優
秀
作
品

　

平
成
25
年
10
月
21
日
に
開
催
し
た
、
た

は
ら
エコ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域
協
議
会
で
、

エ
コ
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を
決

定
し
、
10
月
27
日
の
田
原
市
民
ま
つ
り
に
て

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
入
賞
者
と
入

賞
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

最
優
秀
賞
や

優
秀
賞
、
そ
の

ほ
か
の
入
選

作
品
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
課
内
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

     http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

90

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
３
１
７
人・
事
業
所
90
か
所（
10
月
末
現
在
）

【優秀賞】
泉小 2 年 鈴木実佑さん

【優秀賞】
六連小 2 年 鈴木峻平くん

【最優秀賞】
中山小 3 年 荒木心温さん

【最優秀賞】
清田小 6 年 荒木貴裕くん

【優秀賞】
中山小 6 年 太田李音さん

【優秀賞】　
泉小 6 年 榊原友哉くん

【最優秀賞】　
福江中 3 年 小川美緒さん

【優秀賞】　
東部中 2 年 仲谷光咲祈さん

【優秀賞】　
田原中 2 年 中神まひろさん

▪小学校低学年の部

▪小学校高学年の部

▪中学校・高校の部
◆
お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
は
ら
平
成
25
年
10
月
15
日
号
掲
載
の
広
が

る
未
来
へ
89
の
本
文
19
行
目
で
誤
っ
た
記
載
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
：
81
万
kW

正
：
８
万
１
０
０
０
kW

◦表彰された皆さんと副市長

平成25年11月15日　　　　　　　　　　　　　│8│



31

ト
リ
ア
ー
ジ
っ
て
な
あ
に
？

けん
ちゃん災

害
時
の
ニュ
ー
ス
な
ど
で
聞
い
た
方

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

ト
リ
ア
ー
ジ
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

▪
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は　

　

災
害
や
大
事
故
な
ど
で
多
く
の
傷
病

者
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
に
、
病
気

や
ケ
ガ
の
緊
急
度
や
重
症
度
を
判
定
し
、

治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
で
す
。

▪
誰
が
行
う
の
か　

  
  

医
師
が
行
い
ま
す
。
状
況
に
よ
って
は
、

看
護
師
や
救
命
救
急
士
な
ど
が
行
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

▪
な
ぜ
必
要
な
の
か　

  
  

災
害
時
な
ど
に
は
、
限
ら
れ
た
医
療

機
能
（
ス
タ
ッフ
、
医
薬
品
、
機
材
）
を

最
大
限
に
活
用
し
て
よ
り
多
く
の
人
を

治
療
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
重
症

者
を
長
時
間
放
置
し
た
り
、
救
命
困
難

な
傷
病
者
を
優
先
し
た
り
す
る
と
、
確

実
に
救
命
で
き
る
他
の
傷
病
者
ま
で
助

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

問
題
を
解
決
し
、
治
療
を
効
率
的
、
効

果
的
に
行
う
た
め
に
治
療
の
優
先
順
位

を
決
め
、
治
療
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▪
ト
リ
ア
ー
ジ
の
区
分　
　

  
  

最
優
先
（
赤
）、
待
機
（
黄
）、
軽
処

置
（
緑
）、
不
処
置
（
黒
）
の
４
つ
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
と
い

う
識
別
票
を
負
傷
者
の
右
手
首
に
つ
け

て
区
分
し
ま
す
。

▪
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
る
た
め

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
病
気
や
ケ
ガ
の
手
当
て

を
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ

に
治
療
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
待
っ

て
も
ら
う
の
か
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

生
命
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
人
を
優
先
し

て
治
療
し
ま
す
の
で
、
命
に
別
状
の
な
い

人
は
後
回
し
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
る
た
め

に
、
ト
リ
ア
ー

ジ
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▪12月7日（土曜）ワインまつりを開催します
　中央アルプス駒ケ岳のふも
と、宮田村の特産品の一つに
信州みやだワイン「紫

し き

輝」とい
う山ぶどうワインがあります。毎
年、このワインの新作が発売さ
れる日に合わせて「中央アル
プス山ぶどうの里」ワインまつりが開催されます。このワ
インまつりでは、新酒の発表・試飲のほか、宮田村特産
品の販売など様 な々催しがあります。
◦日時　12月7日（土曜）正午～午後２時
◦場所　宮田村体育センター
◦参加費　1,000円/人（未成年者は無料）
▶問い合わせ
　宮田村役場産業課　☎0265-85-5864

▪りんごの木オーナー収穫祭
【11 月 17 日（日）・24 日（日）】
　収穫祭のセレモニー会場では、地元野菜や五平餅
などの各種物産の販
売や、豚汁の無料配
付が行われます。この
収穫祭は、どなたでも
参加できます。この機
会に雪化粧した中央
アルプスと高原の紅葉を見に宮田村に行きましょう。
◦日時　11月17日・24日（日曜）午前10時～正午ごろ
◦場所　宮田村総合公園「ふれあい広場」
◦オーナー募集　来年の広報たはら４月号でお知らせの予定
▶問い合わせ
　政策推進課　☎23-3507

～国内外との交流・多文化共生～

友好都市・長野県宮田村のワインまつりとりんごの木オーナー収穫祭
物産展の相互出展などを通じて交流が続いている長野県上伊那郡宮田村のイベントを紹介します。

行ってみよう！長野県宮田村へ！

│9│　　　　　　　　　　　　　平成25年11月15日



◉
エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら 

た
は
ら
エ
コ･

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学

生
だ
け
の
参
加
も
可
）  

▼
日
時
＝
12
月

21
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時　

▼
集
合

場
所
＝
市
役
所
北
玄
関　

▼
内
容
＝
蔵
王

山
展
望
台
か
ら
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の

見
学
な
ど　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月

16
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

◉
菜
種
の
搾
油
体
験
と
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル     

   

づ
く
り  

  

小
型
搾
油
機

に
よ
る
菜
種
の

搾
油
体
験
と
、

廃
食
用
油
を
利

用
し
た
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ

ン
に
ぴ
っ
た
り
の
環
境
に
や
さ
し
い
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
日
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い
を
学
ぶ
普
通

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）　

▼
参

加
料
＝
無
料  

▼

そ
の
他
＝
講
習
修

了
者
に
修
了
証
交

付　

▼
申
し
込
み

＝
12
月
20
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
・
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・

職
業
を
明
記
）　　

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９

32
局
２
４
７
９

　

 atsum
ib@

city.tahara.aichi.jp

▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
平
成
26
年
１

月
26
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内

▼
申
し
込
み
＝
①
市
役
所
消
防
課
ま
た
は

消
防
署
・
各
分
署
で
配
布
さ
れ
る
受
験
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
12
月
9

日（
月
）～
12
月
18
日（
水
）
の
期
間
に
郵

送　

②
12
月
6
日
（
金
）
午
前
９
時
～
12

月
15
日（
日
）午
後
５
時
の
期
間
に
一
般

財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ
の
他
＝

テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習
会
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

 

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ

と
家
に
あ
る
不

要
な
包
装
紙
や

リ
ボ
ン
を
使
っ

て
、
ス
イ
ー
ツ

デ
コ
の
ミ
ニ

ケ
ー
キ
を
作
り
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
マ
グ

ネ
ッ
ト
に
加
工
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
中
学
生
か
ら
高
校
生　

▼
日
時

＝
12
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
～
４

時
30
分　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
館
長
室

▼
持
ち
物
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

自
宅
に
あ
る
不
要
な
リ
ボ
ン
・
包
装
紙
な

ど
、
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
に
使
え
そ
う
な
物　

▼
定
員
＝
10
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み
＝
11
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
電

話
ま
た
は
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

受
付　

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６

23
局
４
６
４
６

募
集

W
A
N
TED

エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会
・
田
原
菜
の
花

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験 

参
加
者

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

第
７
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

テ
ィ
ー
ン
ズ
工
作
教
室

平成25年11月15日　　　　　　　　　　　　　│10│



◉
臨
時
休
館
期
間
＝
12
月
１
日
（
日
）
～

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０   

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
最

も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
、
思
い
や
り
あ
る

運
転
で
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

　

今
年
、
市
内
で
は
住
宅
な
ど
へ
侵
入
す

る
窃
盗
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
12
月

は
年
の
瀬
を
控
え
、
犯
罪
が
起
こ
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
、
警
察
、
市
が
協
力
し
あ
っ
て
展
開

し
ま
す
。
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
高
め
な

が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実

践
的
な
技
能
者
に
向
け
、
職
業
に
必
要
な

技
術
や
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
訓
練
科
な
ど
＝
表
の
と
お
り

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
就
業
促
進
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
３
６
４

　

 hirofum
i_w

ada@
pref.aichi.lg.jp

　

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

　

日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
、「
他
人
の

権
利
を
侵
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」「
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の
方

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

（
０
５
３
２
）54
局
９
２
８
０

　

 

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
９
月
25
日
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
鈴

木
光
彦
様
か
ら
赤
羽
根
中
学
校
の
教
育
振

興
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
一
式
。

▼
９
月
30
日
、
福
江
小
学
校
石
花
会
代

表 

原
功
一
様
か
ら
福
江
小
学
校
の
教
育

環
境
向
上
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー

１
台
。

◉
運
動
の
重
点

◦
短
時
間
の
外
出
で
も
、
家
に
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

◦
ひ
っ
た
く
り
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
カ

バ
ン
は
「
た
す
き
が
け
」
す
る
と
安
全

で
す
。）

◦
な
る
べ
く
人
通
り
が
多
く
明
る
い
道
を

通
り
ま
し
ょ
う
。

◦
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

生
活

LIFE
◉
運
動
重
点

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

田
原
市
民
俗
資
料
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
日
～
10
日
火

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
１
日
日
～
２０
日
金

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

平
成
26
年
度
普
通
課
程

人
権
週
間

12
月
４
日
水
～
10
日
火

寄
付

D
O
N
ATIO

N

■愛知県立高等技術専門校　平成26年度普通課程
学校名 訓練科 訓練期間 定員 募集期間 選考日

名古屋高等技術専門校

建築総合科
総合コース ２年 30名

【Ｂ日程】
H26／1／6月～2／3月 H26／2／14金

モノづくり総合科
電気電子制御コース １年 30名

モノづくり総合科
機械加工コース １年 30名

岡崎高等技術専門校 モノづくり総合科
マルチスキルコース ２年 20名

東三河高等技術専門校 建築総合科 ２年 20名 【Ｃ日程】
H26／1／9木まで H26／1／20月
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２
０
１
４
年
は
、
伊
良
湖
の
歌
人
、

糟か
す
や谷
磯い
そ
ま
る丸
の
生
誕
２
５
０
年
の
年
で
す
。

一
昨
年
に
は
大
規
模
な
展
覧
会
が
催
さ

れ
、
ま
す
ま
す
彼
の
評
価
が
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

糟
谷
磯
丸
（
１
７
６
４
～
１
８
４
８
）

は
、
江
戸
時
代
、
現
在
の
伊
良
湖
町
で
漁

師
の
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
無
筆
の
歌
詠
み
」
と
呼
ば
れ
、
身
分
を

越
え
て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
孝
行
の
磯
丸
は
、
母
の
病
気
が
治
る

よ
う
に
と
、
近
く
の
伊
良
湖
神
社
に
３
年

間
、毎
日
お
参
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

お
参
り
す
る
旅
人
た
ち
が
口
ず
さ
む「
歌
」

を
聞
き
、
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
漁

師
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
努
力
し
て
歌
を
作
る
よ
う
に
な

り
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
垣
新
田
藩
の
役
人
・
井い
も
と本

常つ
ね
か
げ蔭
に
文
字
や
和
歌
の
教
え
を
受
け
、「
磯

丸
」
と
い
う
名
前
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
知
り
合
っ
た
吉
田
（
現
在
の
豊
橋

市
）
の
女
性
の
歌
人
、
林は
や
し

織お
り
え江
の
師
で

あ
っ
た
京
都
の
芝し
ば
や
ま山
大だ
い
な
ご
ん

納
言
持も
ち
と
よ豊
の
弟
子

と
な
り
、
ま
す
ま
す
歌
が
う
ま
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

磯
丸
は
旅
が
好
き
で
、
三
河
各
地
を
は

じ
め
、南
信
州
、

静
岡
、
遠
く
は

京
都
、
伊
勢
、

尾
張
、
江
戸
な

ど
も
旅
を
し
て

い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
石
碑
な

ど
多
く
の
足
跡

が
残
り
、
磯
丸

が
い
か
に
人
々

に
愛
さ
れ
て
い

た
の
か
が
分
か

り
ま
す
。

　

磯
丸
は
、
一
生
の
う
ち
に
数
万
首
の
歌

を
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
庶
民
の

願
い
や
困
り
ご
と
を
歌
っ
た
有
名
な
「
ま

じ
な
い
歌
」
は
、軸
な
ど
に
し
て
飾
る
と
、

不
思
議
と
そ
の
願
い
が
か
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

磯
丸
没
後
、
彼
を
慕
う
人
々
は
神
様
と

し
て
お
祀
り
を
し
て
い
ま
す
。
磯
丸
本
人

に
と
っ
て
、
神
様
に
な
る
の
は
本
意
で
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

人
々
の
幸
せ
、
好
き
な
歌
を
詠
め
た
人
生

に
誇
り
を
感
じ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

広
く
た
く
さ
ん
の
人
に
親
し
ま
れ
、
多

く
の
作
品
を
残
し
た
彼
の
人
生
を
見
て
、

諸
国
を
巡
り
、
布
教
活
動
を
し
な
が
ら

　

人
々
に
愛
さ
れ
て　

糟
谷
磯
丸
１

仏
像
を
彫
り
続
け
た
美
濃
出
身
の
円
空

（
１
６
３
２
～
１
６
９
５
）
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
磯
丸
は
宗
教
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
人
々
の
幸
せ
を
願
い
多
く
の
作
品

を
制
作
し
、現
在
で
も
数
多
く
が
残
さ
れ
、

そ
の
思
い
ま
で
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
点

で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
意
図
的

で
は
な
く
、
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ

た
こ
と
は
、
磯
丸
の
生
ま
れ
持
っ
た
人
柄

な
の
で
し
ょ
う
。
本
当
に
不
思
議
な
人
で

す
。

　

彼
の
生
誕
２
５
０
年
を
記
念
し
た
事
業

の
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
村
人
の
心
を
支
え
、

笑
顔
を
咲
か
せ
た
漁
夫
歌
人
」
と
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
磯
丸
の
魅
力
を
伝
え
る
、

実
に
温
か
い
言
葉
で
す
。

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】ご
当
地
ア
イ
ド
ル（
Ｌａ・花
ノ
た
み
）

▼
田
原
市
観
光
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー

プ「
Ｌ
ａ
・
花
ノ
た
み
」が
誕

生
し
ま
し
た
。元
気
で
明
る

く
て
、常
に
目
的
意
識
を
持
っ
た
若

い
世
代
が
活
躍
す
る
こ
と
は
、田
原

市
全
体
の
活
力
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。田
原
市
の
花
や
産
業
、そ
し
て
観

光
な
ど
、渥
美
半
島
の
魅
力
を
市
内

外
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、今

以
上
に
元
気
な
田
原
市
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）

▲糟谷磯丸の肖像画
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